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主体的に音楽活動をする子供を育てる指導法の研究

一 感じ取ることを深める活動を通 して 一

1研 究主題設定の理由 、

今,子 供たちの まわ りには,い ろいろな音が満ちあふれている。音楽的な美 しい音か ら耳ざ

わ りな音まで,好 むと好 まざるとに関わ らず,音 ・音楽は,子 供たちに押 し寄せている。 この

多様な音を子供たちはどのように感 じているのだろうか。

安 らかな心で音や音楽を感 じ取 って欲 しい……そんな願いを込めて 「耳をすま して ごらん」

と子供たちに言葉かけをす る。 しか し,子 供たちは,音 や音楽に対 して無関心にな って聴 き流

して しまったり,安 易な音楽に興味を もって しまったりす ることが多いのではないだろうか。

私 たち教師はr児 童一人一人が音楽活動に意欲的に取 り組み,音 楽の美 しさ ・楽 しさや成就

感を味わい,音 楽の好 きな児童に育 っていって欲 しいと願 っている。

この願いを達成させるには,N自 分で考え,取 り組む ことがで きないn"音 楽を自分の もの

と して感 じ取 り表現す ることがで きない"と い った児童を育てて しまった これまでの授業の在

り方を改め,児 童の感 じ方,表 現の仕方を大切に した学習を展開する必要がある。

児童 自身が4や ってみたいn"で きそ うだ"と 感 じられ るよ うな音楽 との出会いの工夫や

Nこ う表 したい""こ んな感 じで歌
ってみたい"と い う意欲をかきたて,引 き出 し,そ れを生

かす指導の工夫が必要である。そのためには,教 師は児童の前面 に立 って教え込む指導を改め,

児童の側に立 って児童を温か く見守 りなが ら支援す る立場で学習を展開 し,児 童自らが主役 と

な って活動す る音楽学習が進め られ るようにす ることが大切である。

このような指導観 に基づき,基 礎 ・基本を大切 に しなが ら一人一人のよさ,感 じ方,考 え方

を生か した学習活動を展開することにより,児 童 は音楽学習に興味 ・関心を もち,積 極的に音

楽 と関わ ることがで きるであろう。また,児 童の心情に合 った教材の選択 ・開発や感性をゆさ

ぶる指導により,児 童は,よ り深 く音楽の美 しさを感 じ取ることがで きるであろう。

私たちは,普 段何気な く見過 ごして しまいそ うな子供たちの僅か な進歩や感性の動 きを見逃

さない鋭い且 それを認める温かい心を もって,児 童の音楽の感 じ方を深 め ・広げる手立てを

追究 し,児 童一人一人が音楽の美 しさ ・楽 しさを感 じ取 り,主 体的 に音楽活動 に取 り組む こと

がで きるように したいと考え,本 主題を設定 した。
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Ii研 究 の 方 法

新 しい学力観 ・評価観に基づいた教育課程が実施され,音 楽教育の在 り方が問われ,教 師と

児童のかかわ り方の見直 し,指 導法の改善が今,求 め られている。

私たちは研究を進めるに当たって,児 童の実態把握 と目指す児童像を設定 した。 さらに,理

想の児童像に迫 るために自らの授業を振 り返 り,何 をすればよいのか話 し合い,課 題を明 らか

に して仮説を設定 し,授 業研究を通 して実践的に研究を進めてい くことに した。

1児 ■ の 実 態 と 目 指 す 児 童 像

(1)児 童の実態

*受 け身的である。

・教師か ら言われた ことはで きるが,自 分か ら考えて取 り組むことがで きない。

*表 現能力や知識理解に欠ける。

*新 しい ものに興味を もって取 り組む。

・初めての曲や楽器に興味や関心を示 して取 り組むが,深 く味わ った り,追 究 した りす る

ことが十分で きない。

(2)目 指す児童像

*主 体的に音楽活動をする子

2研 究 仮 説 と明 らか にす べ き こ と

主体的な児童を育て るために,私 たちはこれ までの指導が技能や知識を教え込む傾向が強か

った ことを反省 し,児 童 自身の感 じる心を重視 した指導の在 り方を,次 のような仮説と授業研

究を通 して究明 してい くことに した。

{1)研 究仮説

感 じ取 る活動 を大切に した学習を展開 し,児 童一人一人の音楽の感 じ方を深め広

げることにより,児 童は音楽への興味 ・関心 ・意欲を高め,主 体的に音楽活動 に取

り組む ことがで きるようになる。

(2)研 究の中で明 らかにすべ きこと

*感 じ取 る活動 ・感 じ取 ることを深め る活動の内容 ・方法

*主 体的に音楽活動に取 り組む児童を育て る手立て

*児 童の学習意欲を高める教師のかかわ り方
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3研 究 構 想 図

新 教育課程 の基本 方針

りこ畳かな人間の育成
。基礎基本の重視と個性教育の推進

・自己敦青力の育成

・文化伝統の尊童と国際理解の推進

0教 師の願 い 一 音楽科の目標 一 児童の実態

・一人一人の意欲を引 き出す 表現及び鑑賞の活動を通して、 ・受け身的である.

・基礎基本を身につけさせる 音楽性の基礎を培うとともに、音
辱
・表現力や知的理解に欠ける傾向

・音楽を自分のものとして感じ取 楽を愛好する心情と音楽に対する がある。

らせ表現できるようにする 感性を育て、豊かな情操を養う。 ・新 しい ものに興味を示す。

研 究 主 題
主体 的 に音楽活動 をす る子供 を育 て る指導法 の研 究

～感 じ取ることを深める活動を通 して～

新しい学力

知識や理解の

みでなく、個々

の児童の主体的

な意志に基づく

思考力や判断力

表現力などを学

力ととらえる。

説

感 じ取 る活動を大切にした学習を展開 して、児童一人・一人の

感 じ方を深め広げることにより、児童は音楽への興味 ・関心 ・

意欲を高め、主体的な音楽活動ができるようになる。

指 導 法 の 改 善

児童の活動 0教 師の手だて 一

一感 じ取る活動 一 一 深める活動 一 一 感性の刺激 一

(1}練 習 。教材開発と研究

・聴 く活動 (21工 夫 一 ・授業形態の工夫

・選ぷ活動 {3}発 表 ・楽 器、 機器、 教具

・つ くる活動 (4)練 習 の活用

・合わせる活動 ※様々な活動の ・指導の言葉の工夫

腱 ・基礎基本の定着

・評価

新しい評価観

児童一人一人

のよさや可能性

を生かし、自己

実現に役立っよ

うに支援してい

くことができる

陥

目 指 す 児 童 像

主体的に音楽活動ができる子
・素直に音楽を感受 しようとする子

・進んで音楽活動に取 り組もうとする子
・先行経験を生かして自分で工夫 しようとする子

・友達 と心を合わせ協力しようとする子

一4



lI塵 研 究 の 内 容

1研 究 を進 め る に 当 た って

(1)主 体的な音楽活動

私たちは,児 童の主体的に音楽活動に取 り組む姿を次のようにとらえた。また,こ れ らの

活動を引き出すために,教 師が児童にどのようにかかわってい くべきかについて も併せて下

表のようにまとめた。

主 体 的 に 活 動 す る 児 童 の 姿 教師のかかわり方

一人一人が感 じたことを発 ・実態に即 した教材を準備 し

素直に音楽を感受 し
0 表 し合い,い ろいろな感 じ方 多様な音楽に触れ させる。

よ うとす る。

があることを認め合 う。 ・多様な感 じ方を尊重する。

伽

ー

ー

1 意欲を持 って 自分な りの目 ・児童が意欲をもって取り組

②l

l
簾 童鰹 取標や,や り方を見っけなが ら

努力す る。

む教材の開発をする。

・課題提示の仕方を工夫する

先行経験を生か して 身に付けた ことを基盤 とし

③ 自分で工夫 しよ うと1て さらに向上 しよ うとする。

する。

・基礎 ・基本 を定着 させる。

・課題追求の援助を し,学 び

方を学ばせ る。

友達と心を合わせ,
④

協力 しよ うとす る。一友達 とのかかわ りの中で,

互 いに認め合い,励 まし合い

1学 び合 う。

・人間関係を大切に し,お 互

いのよい点を認め合 うよ う

助言する。

主体的に活動する児童を育てるたあには,音 楽活動への意欲を喚起す ることが大切である。

児童相互で音楽学習を推進で きるプロセスを組んだり,音 を通 して児童が話 し合 ったり,工

夫 し合 う場 を設定 した り,ね らいに応 じた学習形態を工夫 したりして,児 童の意欲を高め,

創造的な音楽学習がで きるようにす ることが必要である。
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② 感 じ取ること ・深めること

児童の様子を見ると,音 楽を受 け身的にとらえ,与 え られた課題には素直に取 り組むが,

音楽の美 しさを感 じ取 り,自 分か らよりよい表現を求めて工夫 したり,練 習 したりす ること

が十分にできていない。

このような児童の実態か ら,私 たちは,児 童が課題を自分の ものと して興味 ・関心 ・意欲

をもって学習に取 り組むためには,児 童の音楽の感 じ取 り方を深あ広げ,自 分なりの表現の

仕方で素直に表せ るようにす ることが重要であると考え,「 感 じ取 る活動」に着 目して,研

究を進めることに した。
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・合 わせ る

「こう した らど うか な」

「もう一度 合わせ て みよ う」

「次 は こ う しよ う」

v

・練 習

・工 夫

創造性が発揮 される

「工夫 してみよ う」

「変えてみよう」

「つ くってみよう」

成就感を もつ

「表現できた」

「いい気持ち」

「友達の演奏 もよか った」

!

・発 表

・自己評価

[新 しい ものに興味 ・関心を もつ
櫃 評価

rう 曲 もや
つてみたい」1
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2感 じ取 る こ と を深 め る活 動

児童が主体的に音楽に取 り組み,意 欲を もって活動を持続す るためには,音 楽の感 じ方を

深め広げること ・自分 なりの表現の仕方を身 に付けることが必要である。 とりわけ,自 分な

りの感 じ方を深め広げることは,生 涯にわたうて音楽 とかかわる上か らも重要 なことである。

(1)感 じ取る活動

私たちは 「感 じ取 る活動」を,「 聴 く」 「選ぶ」

「っ くる」 「合わせ る」の4っ に分類 した。

これ らの活動は,単 独に行われるものではな く,

それぞれが相互に関連を もって進め られることによ

り,児 童は音楽をより深 く感 じ取 り,学 習への意欲

を高め,持 続させてい くことができるのである。

(以下,項 目中の 「★」印は,IV指 導事例の中に事

例が示 されてい るものを表す。)

① 聴 く活動

音楽のよさを感 じ取 り,

一 感じ取る活動の関連 一

その表現を工夫 した りす るための活動の第一歩 は 「聴 く活動」

である。音楽を感覚的に味わって聴 いて イメージをふ くらませた り,音 楽を分析的に聴い

て新 しい発見を した りすることによ り,自 分な りの表現を見出 してい くことができる。

〔聴き取 る〕

ア)よ いと思 う表現や目指 したい表現を聴 き取 る。

・範唱,範 奏や音源 ソフ トを聴 き,そ のよさを感 じ取 る。

イ)楽 曲の構成や要素を聴 き取 る。

・メモをとりなが ら音楽を聴 き,曲 の形式 に気付 く。

★音楽を聴いてふ しの重な りを図形楽譜で表す。(事 例1「 ふ しの重な り」)

・音楽を聴 きなが ら身体反応を して リズムパ ター ンの変化に気付 く。

〔聴 き比べ る〕

ア)原 曲を聴 くことにより教材曲に対 して一層親 しみを もつ。

★民謡の原曲を聴 いてそのよさを味わ う。(事 例2)

イ)同 一一楽曲を多様な演奏形態で聴 き,楽 曲に親 しむ とともに演奏形態を理解する。

ウ)ね らいに応 じて様々な曲を聴 き比べ る。

★それぞれの曲の共通点 を探 し,ふ しの重なりに気付 く。(事 例1)
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〔聴 き合 う〕

ア)強 弱,テ ンポ,リ ズム,楽 器のバ ランス,音 色や音質などに視点を置いて聴 き合い,

よりよい表現を追究する。

★練習途中の成果を聴 き合 って,改 善すべき点を見付ける。(事 例2・3)

イ)互 いに演奏を聴き合 い,表 現の工夫やよさを認め合 う。

★演奏発表や録音 した演奏を聴 き合い,よ さを認め合 う。(事 例4)

② 選ぶ活動

どのように表現 したいのか,な ぜその音(楽 器 ・楽曲)に するのか,一 人一人の児童の

音楽の感 じ方を大切に して表現のイメージを もたせ,選 ばせるよ うにす る。

〔パー トや楽器を選ぶ〕

ア)旋 律の動 きやバランスに気を付けて選ぶ。

★話 し合いや実際に音を出 して試 しなが ら選択す る。(事 例2)

〔楽曲を選ぶ〕

ア)自 分たちの演奏技能や表現のイメージを大切に,複 数の教材の中か ら選択す る。

・ 「春を歌お う」などの主題 に合 った曲を既習曲や新曲の中か ら選んで学習す る。

③ っ くる活動

新 しい ものをっ くり出 したり曲に工夫を加えた りするためには,児 童一人一人の音楽経

験や発想を生かすことが大切であ る。音や音楽に反応 し即興的につ くった り,つ くった曲

や表現を吟味す る活動の中で,音 や音楽を感覚的に聴 いたり,分 析的に聴 くことにより,

音楽の聴 き方を深あることができるのである。

〔リズム伴奏をっ くる〕

★曲想に合 った リズム伴奏を工夫する。(事 例3)

★いろいろな リズム型によりリズム伴奏をっ くり,感 じの違いを味わ う。(事 例2)

〔旋律をっ くる〕

ア)「 ふ し問答」や 「歌あそび」などで,即 興的にふ しをつ くる。

イ)曲 全体の構成を考えて,そ の一部分をっ くる。

ウ)拍 子の特徴をつかんで旋律 をっ くる。

・リコーダーで3拍 子の簡単な曲をつ くる。

〔イメー ジを音にす る〕

・想像 した情景 に合 うような音を探 し,そ れ らを組み合わせて合奏する。

8



④ 合わせ る活動

自分の音や友達の音 を注意深 く聴 きなが ら合わせ る活動か ら,よ りよい表現を求め る意

欲が生まれる。また,友 達同士心 を合わせて努力 し,響 き合 った時の喜び も大 きなものに

なる。 「合わせ る活動」は,感 じ取 った ものをより豊かな表現に結び付ける重要な音楽活

動である。

〔曲想表現を工夫 して合わせ る〕

'鱒 附

ア)音 楽の要素に注 目して合わせる。

・ブレスや音色を合わせて演奏する。

'悔 鷺

て演奏 す る。

★ ス タ ッカー トの部 分 に気 を付 けて,タ ・

イ齢 甑 黒 合わ職
る。

・主旋律が生 きるように,音 量や楽器配

置を工夫す る。

〔心を合わせてア ンサ ンブルをす る〕

ア)楽 曲が生まれた背景を共通理解 して演 ・

奏す る。

・調べたり,発 表 し合 ったりして楽曲に

対す る理解を深め,練 習す る。

イ)表 現のイメー ジを共有 して演奏する。

★話 し合い,班 カー ドへの記入やイメー
1＼

ジ画作 成 な どを通 して表現 への イ メー

ジを共有 し,練 習す る。(事 例1・2

・3.4)

ウ)協 力 し合 って演 奏す る。

★教 え 合 った り,助 け合 った り,

る。(事 例1・2・3・4)

★気 持 ちを合 わせ て演 奏発表す る。(事 例4)

灘

憩吊お

融 喉

一 表現を合わせて

認 め合 った り しなが ら,

1藁 囑
轍勢 焔

　 tり

瀞 磯穐 」

獲奪ダ

鐙欝 ・ 、

㌶ ノ ・

!済 漣 ・ 懇 、・灘
ホ サ

黙SK@.rx齢1

'ゼ

i

-一 心 を合わせて 一 一

よりよい表現を求めて練習す
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{2)繋 認 贈
帥 せる」の[郭

深める

「感 じ取 る活動 」 を基礎 に,「 練 習 」 「工 夫」
感じ取 る

灘翼隙1こ1眠建 岬
活動は独立 してあるのではな く,互 いにかかわ 深める

り合し・ 学習の中でスパイラルに展開すること[麺

により,児 童の音楽を感 じ取る力を深め広げる

ことがで きるのである。 一 感 じ取ることを深める活動 一

それぞれの活動を進める上での留意点を以下

のようにまとめた。

① 練習 しなが ら深める

めあてに向かって繰り返 し練習することにより,表 現技能が高まる。 また,音 楽を聴 く

耳が育って音楽の感 じ方が深ま り,合 わせ ることが楽 しみになる。

・ステ ップをふんで練習がで きるよう,課 題の提示を工夫する。

・ 「できた」とい う充実感を味わわせ,「 練習 したい」という意欲を喚起する。

・教え合い,助 け合 って練習で きるよう,学 習方法を工夫す る。

② 工夫 しなが ら深める

二人で,グ ループで,全 員で,い ろいろ

な学習形態の中で,意 見を出 し合 い,工 夫

しなが ら,よ りよい表現を求めることによ

り,一 人一入の音楽の感 じ方を磨いていく。

・一人一人の表現 したいという意欲や欲求 一 よさを認める学習カー ド ー

を大切にす る。 鴻繰う

嚢1蕪1燃驚i寮 笠
工夫を進 めるようにす る。 一一 楽譜に歌い方を記入 して 一

ア ド バ イ ス カ ー ド(鑑 賞 カ ー ド)

月 日()年 組 氏名

一 い よか・た・・ろ

1

)

班
の
演
舞

z.自 分たちの演奏に

も取り入れ たい とこ
ろ

3.さ らによくす るた
めのア ドバイス

一10一



③ 発表 しなが ら深める

考えたこと,工 夫 した ことを皆の前で発表す ることを通 して,表 現の工夫の成果を確か

め合 う。友達の いろいろに工夫 された表現に触れ,音 楽の感 じ方を広げることができる。

・発表す る時は,自 分たちの表現への思いや工夫 した点を発表 してか ら演奏する。

・聴 く側は,発 表者の意図に対 して演奏が どうであ ったかを中心に聴 き,話 し合 う。

・演奏内容や演奏態度など,良 か った点 を認め る評価に心がけ,児 童が自信を もって発表

することがで きるよう留意する。

・改善すべ き点 は,具 体的な方法を示すようにす る。

・失敗 したことを責めた り笑 ったりす ることのない学級の雰囲気をっ くる。

・発表する過程で,一 っのグループの深まりを全体の もの としてとらえさせ,後 か ら発表

するグループに も生かせ るようにす る。

④ 評価 しなが ら深める

評価には,教 師の評価,児 童自身の評価,友 達の評価等があるが,音 楽を自分の ものと

して とらえ,音 楽の感 じ方を深める上で,自 己評伍 相互評価は重要な役割を果たす。

〔自己評価〕

・課題を明確に し,児 童が評価 しやすいよ うにする。

・学習カー・ドなどを活用 し,次 の学習へのめあてや励みを得 られ るよ うにする。

・グループ活動の中で,自 分が どうかかわれたか評価で きるようにする。

・学習カー ド・学習 ノー トに記 された工夫や演

奏の反省,作 品の自己評価を次時の学習に生

かす ことができるようにする。

〔相互評価〕

・聴 く観点を絞 ってチェックする。

・カー ドや ノー トに記入 し,そ れを もとに具

体的に話 し合いが進め られ るよ うにする。

・話題 になった点 は,自 分たちで試 した り,

全体で音を出 して試すなどして,改 善につ

ながるよ うにす る。

・お互 いに相手の表現を尊重 し合 いなが ら,

よりよい表現を求めるようにさせ る。

月 日()氏 名

き ょうの めあて

け じめ

楽 しく

リズ ム

協 力

メ ロデ ィー

進 歩

きょうの反省

学習カー ド例
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3教 師 の手 立 て

(1)教 材選択 ・研究 と指導

① 教材選択 ・開発

生 き生 きと した音楽学習を展開させるためには,児 童の実態に即 した教材を数多 くの教

材の中か ら選択 し,児 童に与えることが必要である。

ア)児 童の実態 に即 した教材(興 味 ・関心や成就感の持てる もの)

イ)題 材のね らいに合 った教材(多 様な活動ができるよう配慮 して教材群を構成する)

ウ)表 現 と鑑賞の関連 を考慮 した教材

工)音 楽的に価値の高いもの(音 楽的な魅力が感 じられるもの)

② 教材研究

教材を分析 し,児 童 に感 じ取 らせる内容(楽 曲の音楽的な魅力),身 に付けさせる内容

(表現技能)を 明 らかにし,指 導 に生かす ことが必要である。

〔感 じ取 らせる内容例〕

・音楽の諸要素…音高,強 弱,リ ズム,速 さ,拍 子,調 性

・楽曲の構成…旋律,楽 曲の形式,フ レーズ,和 声,

・表現の媒体…表現 している音色,音 質,声 の種類,楽 器の編成

〔身に付けさせ る内容例〕

・旋律の美 しさを生か した,レ ガー トな歌 い方(赤 とんぼ,静 かにねむれ)

・バラ ンスや声の響 き合いに気を付けて合唱す ること(小 さな世界
,は ばたけ鳥)

③ 課題提示の工夫

児童の音楽活動 は解決すべ き学習課題を認識 した時か ら始まる。課題提示の仕方の工夫

を行 うことにより,興 味 ・関心が高まり,児 童 は音楽に主体的にかかわ るようになる。

ア)音 楽で課題を提示す る。

〔例〕 「パ ッヘルベルのカノン」では,テ ーマを繰

り返 し聴 くことにより,ふ しの重なりのお もし

ろさを味わ って鑑賞することがで きた。

イ)資 料によって関心を高める。

〔例〕 「ア ンデスの祭」では,い ろいろな民俗楽器

やポンチ ョを展示 し,関 心を高めた。

ウ)教 師の語 りかけでイメージをふ くらませる。 「アンデスの祭」の資料 一

一12一



t2)授 業形態の工夫

授業の形態を学習の内容 に応 じて工夫することにより,効 果的な指導が可能になる。 また,

児童が生 き生 きと活動す ることがで きる。

① 一斉学習の形態

知識や技能を学級全体に徹底 させ るには,一 斉指導が大変効果的である。児童が受け身に

ならないよう,パ ー ト別練習や話 し合いを組み入れ る等の工夫をす る必要がある。

〔例〕 鳴 と少年」では,合 唱 ・合奏 ・合唱奏の練習の過程で,学 習形態に変化をつけ,学 習

の効果をあげることがで きた。(下 図(2))

② 小集団学習の形態

個別 ・ペア ・グループ学習等の少人数の学習形態では,一 人一人の児童の特性や学び方が

生かされ,児 童は伸び伸びと音楽活動に取 り組む ことができる。

〔例〕 「かっこうとろば」の学習では,リ コーダーの二重奏に取 り組ませた。ペアになった二

人は,お 互 いに気持 ちや呼吸をそろえようと真剣に学習に取 り組んでいた。(事 例4)

… ・形 態 例

(1)聴 き合 い

..

00

00
00

00

00

00000000

(21歌 と合奏

Oooo

00....0
00000000000

00000

価 田 田 ロコ

価 曲邑曲
......

(3}ア ンサ ンブ ル{4)話 し合 い

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O
O

i田ii田ii田i

i田ii団ii田i

(3)楽 器 ・機器 ・教具の活用

授業のね らいを的確に把握 したり,児 童が自分の思いを実際に音 と して表現 した りす る上で

楽器を含めた教具の機器の活用は重要であ る。

① 視聴覚機器(LD,VTR,OHP)

〔例〕 「鳥 と少 年 」で は,前 時 の復 習 と して

OHPシ ー トに幾っかのパー トを書 き,ふ さ

わ しい楽器を見っけさせるよ う工夫 した。

② シンセサイザー

〔例〕 「ボギー大佐」では,速 さを変えたり,繰

り返 し聴かせた りす ることがで き,旋 律を図

形楽譜で表すの に効果的だった。(事 例1)-OHPシ ー ト 「鳥 と少年」

eCSC3,
ふ亀⑦ かAじ ●

即くηリな とr 演冬寸6索器

0 韓 もと1二なるXOT{一
けんばψル 「

ハ。毛 ニ カ

② 拝
おい か げている

nい 告

リコータM

ク・ロ・,ケ ソ

③ 華
のび てる.制 しい

低 め,蝸 らカ'

アコ・テ材 ソ

て,き ん

④

令

逗
くリ返 している

は 欄Lて ゐ

かな り ひ くい 暫

木 琴

4 季 土 台 ハfス喧 ス9一
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(4)指 導の言葉かけ

学習過程で意欲付けや考えを深めてい くようにす るために教師の 「言葉かけ」は大切なポ

イン トである。授業実践の中では次のような言葉かけによって児童の意欲を喚起 したり,感

じ方を深め広げることができた。

〔例〕

・ 「どんな音楽が聴けるか楽 しみです」(演 奏発表への意欲付け)

・ 「自分が演奏 したあと何か言 って もらえると嬉 しいよね」…(演 奏を聴 く態勢づ くり)

・ 「木琴 は何故そういう叩き方を したのかな」……(表 現意図や奏法の工夫を明 らかに)

・ 「このようなイメージの音が欲 しいか らこの楽器を選んだ,と 言えるように考えてみ

よ う」 (自分なりの表現をうながす)

・ 「とて もいい演奏だったね
。皆 もがんば ってユ(賞 賛 と励ま し)

(5)基 礎 ・基本の定着

基礎 ・基本 というと,技 能や知識の側面 にばか りに目を奪われやす いが,思 考,判 断,関

心,意 欲,態 度な どの側面 も重要な内容である。音楽では,課 題追及の過程 において表現手

段 と しての技術は必要不可欠の ものであ るが,そ の習得のみに目標をお くのではな く,友 達

同士協力 し合ったり,工 夫 し合 ったりして,無 理な く,楽 しみなが ら身に付 けられるよ う工

夫す ることが大切で ある。

① 題材の指導を通 して

〔例〕rリ ズム伴奏を工夫 し,曲 の感 じを変

よう」

「竹田の子守歌 」の学習では,毎 時間継

続 して きた リズム学習の成果が生か され,

グループでの楽器選びや リズムセ クショ

ンを作 っての リズム創作,リ ズムを生か

した表現の工夫など,学 習が効果的に進

められた。(事 例2)

② 常時活動を通 して

一一リズムセ クシ ョンの工 夫 一

年間を通 して毎時間少 しずつ学習を積み重ねてい くもの。

・ 「今月の歌」や 「愛唱曲」等を通 して レパー トリーをふや し,生 活に潤 いを持たせる。

・発声の仕方を身に付けさせたり,リ ズム感を養 ったりす る。
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㈲ 評価の工夫

新教育課程の趣 旨を生か した教育 を進めてい くため,児 童のよさや可能性を積極的に見付

け伸ば してい く評価のポイン ト,具 体的な方法を次のようにまとめ実践 した。

① 評価のポイン ト

ア)評 価規準や評価の観点を明確に し,評 価す る。

指導計画 ・評価計画を立て,指 導 したことについて は必ず評価を実施する。

イ)学 習の過程を大切に し,評 価す る。

毎時間毎時間の児童の活動の様子や表現に目や耳を傾け,評 価す る。

ウ)指 導に生 きる評価をする。

「このように表 したい」 という児童の気持ちや感性を大切に して評価 し,次 の学習のめ

あてをっかませたり,学 習意欲の向上にっながるよ うにする。

② 具体的な評価の方法

ア)観 察 とチェックリス ト

児童の活動の様子 を授業の中で観察 してチェックし,記 録を集積す る。

〔例〕 リコーダーの二重奏の学習 呂

氏 名 取組の様子 #の 運指 息づかい タ ンギ ング 合わせ方(二 人で)

M・O O O 0 0

ブ レスをタイ ミングよ

く合わせてで きた。

一 ◎大変意欲的 ・確実 にで きる ○おおむね意欲的 ・で きる △ もうす こ し

イ)学 習カー ド・メモ

学習カー ドや児童の一 ロメモで興味 ・

関心 ・意欲や学習の成果を確認す る。

〔例〕 自己評価 カー ド⇒

＼ ノ'♂

評 価 カ ー ド1ゼ 組

曲 名li楽 器1

書 き 方i@よ くできた ○できた △ もうす・し

月日 学 習 の め あ て 評価 か ん そ う

()

一

自分 〔 〕

全体 〔 〕

ウ)作 品

児童が作った音楽,図 形楽譜等か ら評価する。

a〔 例〕 「二っのふ しの特徴を感 じ取 る」活動

・主旋律や副旋律の特徴をとらえているか。
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lV指 導 事 例

聴 く活 動 を中心 に して(第6学 年)

題材 「ふ しの重な り」

教材 「ファラン ドール」 「ポロネーズ」 「ボギー大佐」

学習の流れ

1図 形楽言普につ

いて知 る。

1

「ボギー大佐」L

lを 聴 く。

i

二つのふ しの重な り

を図形楽譜で表す。

ll

」ふしの感じ掛 してア{け
ン加 工夫をする{

(4)本 時の展開(6時 間扱い 第3時 の指導)

1
幽

ーー

ー

ーi

ー

感じ幽 学習内容 ・ 深める活動ii教 師の手だて 「

聴

}く

活

1 動

i..._

1・ 「ポ ロ ネ ー ズ 」 「フ1・ 自分 な りの考 えを持 っ。

4

アラ ン ドール 」を聴 ・二 っの 旋律が重 な って い

いて共通点 を 見つ けiる こ とに気付 く。

1る
。i〈 話 し合 いなが ら〉

'舳 に発表で きるよ うにi

「同 じ意見」 「違 った意t

l

見 」 も大切 にす る。1

I
I

ー

ー

}

ド ニつの曲の図形楽譜 陣 きながら旋律線をなぞ
{例 を見 て ,旋 律の動}る 。

lI

lき を感 じ取 る。 ・ふ しの 変 化を聴 き取 る。
E

.難 の動きに着目して図l

l
の変化をハン ドサインでl

E

表したりして ふ しの変i

〈練習 しなが ら〉 化をとらえることがで き

るようにす る。

・ 「ボギ ー大佐 」を図1・ 聴 きなが らグル ープで ワ1

形楽譜に..1一 クシー トに書 き裁1一
ふしの動 りを表そ引

・出来上が った図形楽

譜を見ながら 「ボギ

ー大佐」を聴 く
。

〈練習 しなが ら〉}

・いろいろな書 き方があ る1

ことに気付 く.i

<発 表 しなが ら>1

}

.シ ンセサ イザ_に テ_マ1

を入力しておき繰 幅
1

し再生 す る。I
t

・主旋律,対 旋律を色分け,

して記するようにする。
!

・各グループの図形楽譜を}

紹 介す る。1

・ポ イ ン トを説 明す る。

1
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(5)児 童の変容

図形楽譜を書 くことによ り(1)音 によ り集中 して,積 極的に聴 こうとす る意欲が育 った。

② 二つのふ しの重なりをよ り明確 に聴 き取 ることがで きた。

(3》 ア ンサ ンブルで も互いの音をよ く聴 き合 うようにな った。

⑥ 考察

・ 「ファラン ドール」 「ポロネーズ」は,ふ しの重な りを気付かせ るには難 しか った。

・音を視覚的にとらえて表す図形楽譜は,聴 き方を深めるのに大変効果的な方法だった。

・シンセサイザーの活用 は,児 童の興味 ・関心を高めたり,指 導の効果 ・効率を高めるのに

大変効果があった。

児童の反応 評価の観点 評価方法

・何 回か聴 くうちに 「ふ しが 重 な ・意 欲的 に聴 こうと して い るか。 ・観察

って い る」 ことに気 付 く。(観 点1関 心 ・意 欲 ・態 度)(表 情)

「図形楽譜を見 るとわか りやすい ・図形楽譜 と旋律の動 きの一致を ・観 察

ね」 とらえ られ たか。1(動 き)

(観点2感 受 ・工夫)

・ふ しの変化を聴 き取 ることがで

きたか。

(観点2感 受 ・工夫)

「もっと聴 かせ て 」 ・旋律の特徴を感 じて書いている ・観察

・真剣に聴 きなが ら書 く。 か 。 (グ ループ活動)

・旋 律 を 口ず さんで い る。 (観 点1関 心 ・意欲 ・態度)

・グル ー プで相 談 して い る。 (観点2感 受 ・工夫) ・ワ ー ク シ ー ト

1
1 1

「○班の書き方,面 白いね」

・口ずさみなが ら聴 く。

・旋律線をなぞ りなが ら聴 く。

.ふ しの重 なりをとらえて聴けた に チ ェックリス ト

1
か。(観 点2感 受 ・工夫)1

・他のグループの面白さを認め ら1

i

1れ たか・ 観 点4鑑 賞)1
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ウ
る

ー
↓

2

つ
り

選ぶ活動を中心に して(第5学 年)

題材 「打楽器を選んで曲の感じを変えよう」

教材 「竹田の子守歌」

学習の流れ

l
I竹 田の子守歌を リ

コ「ダーで吹 く.1

1

-

i
{

曲のイメージを変

える工夫をする。

i

一
楽器 を選 び,リ ズム セ

ク シ ョンをっ くる。

一
メロディーをっ

けて演奏する。

ll

(4)本 時の展開(6時 間扱い 第4,5時 の指導)

感じ取酬 学習内容1深 める活動1獅 の手立て

選

I

l麟 至燗
　

・リズムパター ンに合わせ

て好 きな楽器を鳴 らす。

〈練習 しなが ら〉

・リラ ックスで きる雰囲気

をっ くる。

・ピア ノで伴 奏す る。

毒

合

・た くさんの打楽器を試す

ことがで きるようにす る

打楽器を選び,リ ズムセ クションをっ くろ う

f1

■ グループに分かれ,

楽器を選ぶ。

・中心になる楽器を選ぶ。

〈練習 ・工夫 しなが ら〉

わ

せ

る

活

動

l
l・選ん だ楽 器で リズム

セ クシ ョンを作 って!

1練 習す る
。

i

l

1

・演 奏を聴 き合 う。

・合わせ る楽器を選ぶ。

・グルー プで工夫 した イメ

ー ジに合 う リズム セ ク シ

ョンをつ くり練 習す る。

!〈 練 習 ・工 夫 しなが ら〉

・奏法によ り,い ろいろな

表現ができることを範奏

で示す。

・練習の方法

國
f
　 　一

・発 表 し合 う
。

〈評価 ・発表 しなが ら〉

・感想 メモを準備 し,め あ

て を もって聴 くことがで

きるよ うにす る。
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㈲ 児童の変容

楽器を選ぶ活動により ① 奏法や リズム,合 わせる楽器 によって違 った表現にな ることに

気付 いた。

② いろいろな曲に対 して,常 に工夫 してみようとす る意欲が高 ま

った。

㈲ 考察

・常時活動 を通 して リズム学習を積み重ねていた ことが,よ り効果的な楽器選び,リ ズム創

作 にっなが った。

・楽器を選ぶ事によって,楽 器の特性を知 り表現活動への意欲が高 まった。

児童の反応 評価の観点 評価方法

・進んでラテ ン楽器に取 り組み演

奏す る。

・リズムに乗 って体が動 いて いる。

・リズムにの って打 って いた か。 ・観察

(観 点1関 心 ・意欲 ・態度)(動 き)

(観 点2感 受 ・工夫)

・サ ンバ 風 …兀アタム,和,クラベス等

・ル ンバ 風 …コンガ,タム,ボガ等

・お祭 り風 …大太 鼓 ,タ ンブ リン

カ ウベ ル 等

・ 「ル ンバ 風の 楽 しい雰 囲気 を 出

・意欲的 に話 し合 って いたか。

(観 点1関 心 ・意 欲 ・態度)

・イ メー ジに合 った楽器 を選 び ,

練習 して いたか。

(観 点2感 受 ・工 夫)

・観察

(グ ル ープ活動)

・観察 ,演 奏

(グ ル ープ活動)

すために,二 人に してみよ う」

・ 「お祭 りの行列が近づ くよ うに

少 しずっ楽器を加えよう」

・ 「指揮者がいないと揃わないね」

・ 「タムを使 ったの が良 か った」 ・他のグループの良 さを認め られ ・意見発表

・rリ ズムが とて も楽 しい」 たか。(観 点2感 受 ・工夫) ・感想 メモ

・ 「他のクラスの演奏 も聴 きたい (観点4鑑 賞)

な」
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0
9

1
⊥

9
臼

q
)

つ くる活動を中心に して

題材 「ふ しと伴奏」

教材 「静かにねむれ」

学習の流れ

(第5学 年)

旋律を覚えて

歌 う。

i

1

一

曲 の構成 を理解 して

(A.A'～),旋 律に

合 う和音 をっ ける。

一

1

和音伴奏の リズム

を工夫す る。 一

楽器を選んで合奏

す る。

(4>本 時の展開(6時 間扱い 第3時 の指導)

感じ取る繭 学習内容

つ

く

る

活

動

・Aに 合 う リズ ム伴 奏

をっ くる。

深める活動 教師の手だて

合

わ

・リズ ム打 ちを しなが らつ

くる。

〈工 夫 しなが ら〉

和音伴奏の リズムを工夫 しよう

・A'に 合 う リズ ム伴

奏 を考 え る。

　・Bに 合 う リズム伴 奏

をっ くる。

・Aを 元 に して ,工 夫す る。

〈工夫 しなが ら〉

・曲想 の変 化 に合 った ,リ

ズムを つ くる。

〈工夫 しなが ら 〉

・参考例を ピアノなどで演

奏す る。

せ

る

活

動

・ 「AはA'と 兄弟のふ し

だか らね。 」 と言 葉 かけ

を し,少 し変化 した リズ

ムがで き るよ うにす る。

・合わせて確かある。

(楽器を使 って)

「ガ ラ っと変 えて みた ら。 」

・演奏 を聴 き合 う。

・曲 を通 して演 奏 し,っ く

った リズム を確か め る。

〈練習 しな が ら 〉

・グル ープで 発表す る。

〈発表 しなが ら〉

・ 「曲全体の流れに合 って

いるかな。」

・数種類の楽器を用意す る。

・よさや次時の学習に生 き

る意見の発表を促す。

一20-・



(5)児 童の変容

伴奏をっ くる活動 によ り ① 曲の構成をより深 くとらえ られるよ うにな った。

② 合奏での曲想表現が深 まった。

③ リズムと和音の果たす役割に目が向けられるようになり,

音楽的な理解が深まった。

㈲ 考察

・っ くる活動は,日 頃か らの リズム活動や和音の基礎的な積み重ねが重要であることが分か

った。

・っ くる活動 は、完成への期待が原動力になって,児 童の意欲を高め,音 楽活動が生 き生 き

とした ものとなった。児童は仕上げた喜びを味わっていた。

「こん なの はど う」 ・学 習の めあ てや意 欲を もつ こ と

「それ いいね 」 が で きたか。

1や 「いろ いろあ るね 」(観 点1関 心 ・意 欲 ・態度)

i足 ・グルー プで 相談 ・練 習を ・主 旋律 に合 う リズム伴奏 を工夫

は じめ る。 す るこ とがで きたか。

(観 点2感 受 ・工 夫)1打
・rAと 少 し似 て い な い と1

[1(観 点3表 現
の技能)口 ち

いけないな」

がi・ 糊 の部分が違うん1器 プで協力して活動してい
だ よ」

ill謙1黙 翼 縢1写吻
衡

.主旋律雛 灘 翻 て 一.,..守

縮一 騰誕 認㌔

巨 ○○ グループの方がいいな」

・観 察 や ワー クシ

ー ト

・演 奏

グルー プ間 を巡 ・

視 し,工 夫の 内1

容 を聴 き評 価

1・ 他のグループの良 さを認める。1・ 意見発表

(観点4鑑 賞の能力)
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4合 わせ る活 動 を中心 に して(第4学 年)

ql題 材 「ふ しを重ねてア ンサ ンブルを しよ う」

{2)教 材 リコーダーの二重奏曲 「たこたこあがれ」

「か っこうとろば」

{3)学 習の流れ

「メ リー さん の ひつ じ」

「ロ シアの子 もり歌 」

i

濃叢瀦 し際 糠 瀧 ≒嘉欝 応
10

一

1

二人で合わせ る演

奏を聴 き合 う。

(4)本 時の展開(5時 間扱 いの第4時 の指導)

1

感じ取る活動1学 習内容 深める活動i獅 の手立て1

ー

ー

1

・二っ の吹 き方 を聴 く。

瑚 麟 かいを合わせて
く

吹 くと気持 ちが良い
活

F

・二 通 りの二重 奏を 聴 く。 ・1回 目…良 い吹 き方
!

<話 し合いなが ら>i2回 目…良 くない吹 き方

卜 「どうして気持ちがいい
1

合

わ

せ

る

活

動

動
こと に気 づ く。

i ・二人 で 合わせ る。

のか な」

・演奏 を聴 き合 う。

一1息 の強さを合わせて吹こうi

・息づかいの工夫をす る。

〈練習 しなが ら〉

・発表する。

〈発表 しなが ら〉

〈評価 しなが ら〉

1'お 互 いの音が 聴 こえ る よi

,う に場 を設定 す る。

・ 「二 人の 息の 強 さをそ ろ

えて ご らん 」

・よか った点,改 めた方が

よい点 を聴き取 るように

す る。

一22一



(5)児 童の変容

合わせる活動により ① 音程に気をっけて演 奏するようになった。

② パー トナーの音を聴 いて合わせようとす る意欲が高 まった。

③ 自分たちでア ンサ ンブルを楽 しむようにな った。

(6)考 察

・教材を児童の実態に合わせて用意 し選ばせたので
,意 欲的に取 り組めた。

・二声の響きを感 じ取 らせるのに,ペ ア学習でのア ンサンブル活動は適切だ った。

・聴 くめあてを持たせる言葉かけをすることによって
,児 童か ら多様な意見を引き出す こ

とがで きた。

・サイン,学 習カー ドによる評価は,児 童が積極的に学習にかかわ るきっかけを作 った。

1児 童の反応 評価の観点
i

評価方法

・ 「1回 目の方が い い」
1

・二っの吹 き方が聴き分け られて ・観 察

い るか。 (聴 き分け られた

・ 「タンギ ングを うま くや るとい (観点4鑑 賞の能力) 子を立たせる)

い 」 ・意見発表

・ 「息 の強 さを揃 え る といい」 1
・意欲的に活動 しているか。

1 ・学 習 カー ドで

(観 点1関 心 ・意欲 ・態度) チ ェ ッ ク

・ 「ピ ー と 響 い た 」 ・課題に対 して工夫 しなが ら活動

して い るか 。

・ 「息 の強 さが合 って いな い よ」 (観点2感 受や工夫)

4

・ 「○○ さんの方がちょっと息が ト 課題が達成 されているか
.1・ 縣

強 か った 」 ・自 己表現 しよ うと して い るか 。1(○ △ ×の サ イ ン
Ii

l:欝 犠 訟騰 辱灘 鰍騰
・「2回目はとても良く蝕 き1蝋4鑑 賞の能力)1

,れ いだった」lI

一23一



V研 究のまとめと今後の課題

1研 究 の ま と め

研究主題 「主体的に音楽活動をする子供を育てる指導法の研究」に迫るため,～ 感 じ取 る

ことを深める活動～を副主題 として 「感 じ取 ること」に焦点を当て,そ の内容や 「深 める活

動」 「教師の手立て」について研究を進めて きた。その結果,以 下の ことを成果 と して得 る

ことがで きた。

・ 「感 じ取 る活動」 「深める活動 を定着す ることにより,音 楽に対す る感 じ方 や学 び方が

深 まり,意 欲的に音楽活動 しようとす る態度が育 った。

・音や音楽を感覚的に聴いた り,要 素を聴き取 るために注意深 く鑑賞 した りす る経験 を重ね

たことで,音 に対す る関心が高 まり,音 楽の よさを聴 き取ろ うとす る姿勢がみ られた。

・楽曲の教材研究や分析を深め ることにより,普 段,な にげな く指導 して しまっていた曲も

指導のね らいが明確になり,児 童 も学習に取 り組む意欲がわき,よ りよい表現 を目指すよ

うになった。

・今 まで画一的になりがちであ った学習指導を,学 習形態をいろいろ工夫することにより,

児童一人一人のよさが見えはじめ,適 切な評価 ・支援がで きるようになった。児童 も生 き

生 きと活動す るようになった。

・学習活動 における教師の温かい励ま しや賞賛 により,児 童が さらに意欲を持 って課題に取

り組む ことが分か った。

2今 後 の 課 題

「感 じ取 ることを深める活動」を重視 した指導を
,授 業を通 して研究 ・実践 した ことによ

り,児 童が主体的に音楽活動 に取 り組むよ うに変容 して きた。 しか し,次 のような課題が残

されている。

・児童一人一人が感 じ取 った音楽を十分に引 き出す指導の工夫,児 童一人一人の学習意欲を

高めてい くことので きる評価の方法を更に深めてい くこと。

・児童が興味 ・関心を持 って取 り組む ことので きる教材の開発や研究をさらに継続す ること
。

・多様 な音楽活動に対応で きる基礎 ・基本の定着を図ること
。

・音楽の活動の場を広げ,児 童の学校生活を明 るく豊かにすること。

今後 もこれ らの残 された課題を解明す るため,研 究を継続 していきたいと考えている。
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